
イエス･キリストは本当に死からよみがえったのか？

　イエスは本当に死から復活したのでしょうか。い

くつかの仮説を立ててみましょう。

仮説１：弟子たちが死体を隠した？

まずイエスの墓が空であったことは誰も否定で

きない事実でした。反対者たちもそれを否定できま

せんでした。もし弟子達がイエスの死体を隠したと

したら、どこかに死体があればいずれ反対者たちに

見つかるでしょう。

また弟子達が「イエスは復活した」と嘘の宣教を

したことになります。

誰が嘘のために命をかけるでしょうか。

復活後の弟子達の劇的な変化はその説を否定し

ています。

（十字架直後は、ユダヤ人を恐れて隠れていたので

す）

仮説２：弟子達は幻覚を見た？

幻覚は個人的に見るものです。しかもそれは４０

日でぴったり終わるものではありません。

しかし多くの目撃者が４０日間にわたって復活

したイエスに出会っています。パウロの手紙では５

００人以上の人がイエスを見たとされ、多くの人は

そのときまだ生きていると書かれています。（１コ

リント 15:6)　この手紙は新約聖書の中で最も古い

ものであり、信頼性は極めて高いのです。

仮説３：イエスは仮死状態だった？

　本当死んではおらず、墓の中で蘇生したとしても、

鞭で打たれ、何時間も十字架にさらされて衰弱した

状態では自力で墓から出ることは不可能です。

　またそのような体で弟子たちの前に現れても何

のインパクトも与えられません。

仮説４：弟子たちの願望が伝説となった？

　願望が思い込みになっただけでは、弟子たちの命

がけの宣教活動を説明できません。

　また伝説が流布するにはあまりにも早すぎます。

　以上の仮説はみな、考えにくいものです。

　では復活が事実ならその根拠は何でしょうか。

証拠１：空の墓

　当時の議員であったヨセフの墓に納められたの

で、墓が空であることは誰の目にも明らかでした。

証拠２：弟子たちの変貌

　イエスを否認したペテロ、十字架直後、ユダヤ人

を恐れて隠れていた弟子たち、そして最初はクリス

チャンを迫害していたパウロの改心、これも大きな

証拠です。

ユダヤ教に熱心であったパウロは、クリスチャン

を神を冒涜する者として逮捕していましたが、彼自

身が復活したキリストに出会い、キリスト教の大伝

道者になったのです。

　そして彼らのほとんどが殉教したのです。

証拠３：多くの目撃者

　前にも述べたように１２弟子だけでなく、多くの

目撃者がいました。
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あなたがたは、なぜ生きている方を死人の

中で捜すのですか。 ここにはおられません
よみがえられたのです。(ルカ24:5,6)

神はこのイエスをよみがえらせました。私

たちはみな、そのことの証人です。 (弟子ペ
テロのことば　使徒 2:32)
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復活はイエスが救い主である証！

　復活はイエスが神の子であり、救い主であること

の証明であり、イエスの主張、教えと一致するもの

です。

　また私たちの命が肉体の死で終わるものではな

いことを明らかにしてくれました。

パウロは、「キリストが復活しなかったのなら、私

たちの信仰はむなしい（無駄だ）、私たちはうそつ

きになってしまう」（１コリント15:14,15)と言っ

ているとおり、私たちの信仰の根幹はキリストの復

活にあり、そこに私たちの希望があります。

私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜し

まずに死に渡された方が、どうして、御子といっし

ょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらない

ことがありましょう。 

神に選ばれた人々を訴えるのはだれですか。神が

義と認めてくださるのです。 罪に定めようとするの

はだれですか。死んでくださった方、いや、よみがえ

られた方であるキリスト・イエスが、神の右の座に

着き、私たちのためにとりなしていてくださるので

す。 

私たちをキリストの愛から引き離すのはだれで

すか。患難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢え

ですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。 「あなたの

ために、私たちは一日中、　死に定められている。 

私たちは、ほふられる羊とみなされた。」　と書いて

あるとおりです。 

しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方

によって、これらすべてのことの中にあっても、圧

倒的な勝利者となるのです。 

私はこう確信しています。死も、いのちも、御使い

も、権威ある者も、今あるものも、後に来るものも、

力ある者も、 高さも、深さも、そのほかのどんな被造

物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛か

ら、私たちを引き離すことはできません。   

（ローマ 8:32-39)
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キリスト教エッセンス　３  .   赦し  

　「ナルニア国物語」で有名なＣ・Ｓ・ルイスの名著「キリスト教の精髄」より。

イエスはこう教えました。「自分のように、隣人（となりびと）を愛しなさい」

隣人には敵も含みます。すなわち敵をも赦せということです。

赦すということは美しいことだと誰もが言います。しかし実際にはそんなこと言っていられなく

なることもあります。

「あなたがユダヤ人だったらナチスを赦せるのか」と言われれば、はなはだあやしい。だが、「われらに

罪を犯すものをわれらが赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ」と言う祈りのごとく、自分が赦さ

れるためには、人を赦すことが必要なのです。

ではどうすればよいでしょう。まず簡単なところからはじめるのが良いのです。自分の妻、あるい

は夫、親、子どもを赦すことからはじめなさい。

もうひとつ、隣人を「自分のように」愛するとはどういうことでしょう。

自分を愛するとき、自分が好きだからとか、自分は良い人だからではありませんよね。同じように

敵を愛するとは、敵を好きになれとか、良い人だと思えということではありません。まさに「罪を憎ん

で人を憎まず」ということです。罪は憎むべきですが、彼自身を憎んだり、復讐を考えてはいけません。

しかし彼に好感を持つということでもありません。もともと自分自身、愛すべきところがなくても、

自分を愛するでしょう。それを他者に向けて応用すればよいのです。


